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プレゼンテーションのノート
このスライドではもう少し図を減らして、最小と最大、平均、西日本と東日本などで定量的な話をする。
130917: 倉田先生に見れもらったところこのハイライトは不要。西日本と東日本での最高最低濃度の比較もあまり意味がないのでやめておこう。平均濃度は意味があるので残しておき、後は再現できたピークとそうでなかったところについて書こう。
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